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ニュース・情報 

お寄せください。 
 

 

 

１）高齢者が楽しみながら 

健康維持できる推進事業         

２）歴史と自然を守り 

伝統文化の伝承 

３）住民どうしのつながりと 

   安全・安心なまちづくり 

令和４年６月１日発行 第８７号  

大島連合自治会からのお知らせ 

大島連合自治会長 後藤 一誠 

 

梅雨空のうっとうしい季節ですが、校区の皆様お元気

にお過ごしのことと、思います。 

 さて、今年度６月から高齢者福祉センター大島分館で

実営業している時間をお知らせいたします。 

 

【営業時間】  

散髪 アイカ 第４水曜日 9時～12時 

散髪 シンプル 第３月曜日 11時～ 終わり次第 

合田商店 毎週月曜日 11時～12時半 

こんかい屋 毎週火・金曜日 12時～12時半 

フジ 毎週土曜日 13時 45分～14時 45分 

ＧＢＧ 王子苑 第１木曜日 10時～11時 無料 

ＰＰＫ体操 毎週火曜日 10時～11時 無料 

日用品販売 毎週月～金曜日 10時～12時 

【問合せ先】 

高齢者福祉センター大島分館 

℡０８９７－４５－１００１ 

お世話人（買場）さん 

℡０９０－１３２５－０８９１ 

 

※皆様のご利用をお待ちしております♪ 

 

暴風・強風への備えをしましょう！ 

 

市民環境部 危機管理課 

 

 発達する低気圧の影響等で、台風並みの暴風・強 

風が発生することがあります。 

 暴風や強風の際には、物が倒れとばされたりした 

ものに当たって怪我をしたり、停電が発生する等の 

たくさんのリスクがあります。 

 明るいうちから対策を行い、平常時から安心して 

過ごせるように備えましょう。 

 

■暴風・強風への備え 

 ・雨戸を閉め、雨戸がない場所にはガラス飛散防 

止フィルムを貼ったり、ガムテープをタテ・ヨ

コ・ナナメに貼っておくと効果的です。補強し

た後はカーテンを引いておきましょう。 

・ベランダの物干しざおや家のまわりの飛ばされ 

やすい物は室内に入れるなどして片付けましよ 

う。 

・外出はできるだけ控えましょう。 

  

 ■停電への備え 

  ・被害の状況によっては夜以降も電気が使えない

場合があります。不便を少しでも解消するた

め、懐中電灯などの光源を準備しておきましょ

う。 

  ・充電がなくなったときに使えるよう、スマート

フォンなどの予備バッテリーを準備しておく

ようにしましょう。 

 

 

 

講座のご案内 

 

〇講座内容：染色 

 

〇日 時：令和４年６月１６日（木） 

午前１０時～ 

 

〇場 所：大島交流センター・調理室 

 

〇参加費：１，０００円～ 
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「備えあれば憂いなし！」備えとは一体どんなこと？ 

 

家族会議を開こう 

 家族そろって災害について話し合い、防災意識を高めましょう。 

 話し合っておきたいこと 

 Ⅰ．家の周辺の危険個所を全員で確認 

 Ⅱ．避難場所はどこか、どのルートで避難するのか 

 Ⅲ．どうやって連絡を取り合うか、家族がどこに集合するのか 

 Ⅳ．災害時の役割分担 

 

非常持出品を準備しよう 

 非常食、衣料品、貴重品、救急用品、衛生用品、照明、携帯ラ

ジオ、その他必要なものを袋に入れて持ち出しやすい場所に準備

しよう。 

 

情報を集めよう 

 台風や豪雨などは、規模や襲来の時期をある程度予想できます。 

テレビやラジオ、インターネットから 

天気予報など気象に関する情報をチェックしましょう。 

長く住んでいる人から 

被害は地形と関係があるため過去の災害による被害情報が役立ち

ます。 

自治体や防災関係機関から 

市役所（消防）・警察署から身近な情報を得ることができます。災

害時に避難などの指示が出されたときは、すみやかに従いましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 ７日（火）  館長部会 

１３日（月）  ゆめの会 

１４日（火）  主事部会 

１６日（木）  講座：染色 

２１日（火）  職員研修部会 

２４日（金）  だれでも食堂 

２７日（月）  大島連合自治会会長会 

 

 

令和４年度全国統一防火標語 

 

『お出かけは マスク戸締り 火の用心』 

 

 

令和４年度危険物安全週間推進標語 

 

『一連の確かな所作で無災害』 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  


